
【学校教育目標】 

＜磐手小学校＞ ＜第八中学校＞ ＜奥坂小学校＞ 

■自ら学び、粘り強くやり遂げ

る力を育てる。 

■互いの人権を認め合い、仲間

と共に協力し、自主的に行動

する力を育てる 

～やさしく かしこく たくましく 

なかまとともに育つ子～ 

■自ら学ぶ意欲を持ち、主体的に

学習できる生徒を育成する。 

■人権を尊重し、仲間と共に協

力し、自主的に活動できる生

徒を育成する。 

■心身ともに健全な生徒を育成

する。 

■主体的に学び 自他の良さを

認め合い 志高く 挑戦し続け

る子どもの育成 

～高めよう思考力、身に付けよ

う連繋力・行動力～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★家庭学習に力を入れ、計画を立てて学習に取り組むことで、自学自習力、自ら考え計画を立てる力を

育んでいきましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期が終了しました。みなさん、成績表（あゆみ）の結果はどうでしたか？八中校区では、小

学校 1年生から中学校 3年生までの 9年間、家庭学習を継続して取り組むことで、子ども達に学

習の定着と自学自習力、自ら考える力を身に付けることを目指しています。 

    この資料を参考に、前期の自分自身のようすをふり返り、後期でしっかり学習に取り組んでほ

しいと思います 

家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう

 ＝ 宿
しゅく

題
だい

 ＋ 自
じ

分
ぶん

で 行
おこな

う勉
べん

強
きょう

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理解すること、継続すること、自分で取り組むことで、学力がつくと同時に、自信がつきます。

時間や方法など、自分で計画して、家庭学習に取り組んでみましょう。 

保護者の皆様へ 

保護者の皆様は、ぜひ励ましとなるお声かけをお願いします。「わかった！」「できた！」を  

認めることで、さらに意欲的に取り組むことができます。 

予習
よしゅう

 
前もって調べて、 

授業を理解しやすく 

しよう！ 

復習
ふくしゅう

 
学校で習ったことを、

もう一度ふり返って、 

理解し定着させよう！ 

継続
けいぞく

 
毎日取り組むことが

大切です。 

継続は力なり！ 

探究
たんきゅう

 
わからなかったこと

や興味を持ったこと

を調べてみよう！ 
高槻市マスコットキャラクター 

“はにたん” 

八中校区 家庭学習の手引き 
めざす子ども像 『自立・共生・チャレンジ』 

高槻市立磐手小学校・奥坂小学校・第八中学校 
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小学校低学年(１・２年生) 

１ こくご 

 おんどく もじのれんしゅう にっき・さくぶん 

 (こえにだしてよみましょう。ならったじをひつじゅんにきをつけてかきましょう。 

くっつきの「は」「へ」「を」や「」をつかったかいわぶんをかきましょう。) 

２ さんすう 

 けいさんれんしゅう(いままでにならったけいさんのれんしゅうをしましょう。) 

３ どくしょ 

(えほんやずかん、ものがたりなどいろいろなほんをよみましょう。) 

４ そのほか 

 (うつしがき・もんだいづくりなどをしましょう。) 

 

小学校中学年(３・４年生) 

１ 国語 

 音読 文字の練習 日記・作文 

 (声にだして読みましょう。習った漢字の筆順や「とめ」「はね」「はらい」に注意してていねい 

に書きましょう。思ったことや気づいたことを入れて、１日のできごとを書きましょう) 

２ 算数 

 (今までに勉強したところを、家でも練習しましょう。)＜教科書・プリント・テストなど＞ 

３ 読書 

 (物語などいろいろな本を読みましょう。) 

４ そのほか 

 (視写・問題づくり・テスト勉強・しらべ学習・意味しらべ・自主学習など) 

 

小学校高学年(５・６年生) 

１ 国語 

音読 文字の練習 日記・作文 

 (声に出して読みましょう。習った漢字を筆順に気をつけて書きましょう。 

一つの漢字を書くのではなく、熟語や短文でも書きましょう。ニュースや身の回りの 

事柄から自分でテーマを決めて、意見文を書いてみましょう。) 

２ 算数 

 (今までに勉強したところを復習しましょう。)＜教科書・プリント・テストなど＞ 

３ 読書 

 (物語・伝記などはば広く読みましょう。読み終わったら感想をかいてみましょう。) 

４ そのほか 

 (テスト勉強・ノートの清書・新聞記事の切り抜き・視写・しらべ学習・自主学習など) 

家庭学習のアドバイス 

     各教科で、こんな家庭学習をしてみましょう！  

 

中学校 

   国語     社会        数学 

・漢字をていねいに   ・実践的な問題をたくさん   ・授業が分かる！ 

練習する。       解く。＜ワークなど＞     （分からないときは必ず聞く。） 

・教科書を音読する。  ・わからない語句を教科書   ・教科書、ノートで復習する。 

・本、新聞を読む     や資料集などで調べる。    ・「なぜまちがえたのか」を考える。 

習慣をつける。    ・日ごろから予習に挑戦した  （途中式、考え方を説明できる 

・テストの復習をする。  り、世の中のニュースに    ようにする。） 

         関心をもつ。 

      理科                英語 

・自然に親しむ。                     ・教科書の英単語、本文を書く 

   ・復習 ノートに、自分で                  （英文） 

気になって調べたことを                 ・教科書の本文音読 

  書き込む。                        （誰かに聞いてもらおう。） 

 ・問題集は、自分の力で                  ・問題集などで文法演習。 

  解き進めていく。 

      音楽              保健体育 

・音楽に親しむ。                  ・体を動かす習慣を付ける。 

好きな歌、クラシック音楽             ・日常的な柔軟体操、ストレッチ。 

 番組など。                    ・新聞のスポーツ欄、スポーツ選手 

・リコーダーの練習                  の本を読む。 

      美術              技術家庭 

・美術館、博物館に出かけてみる。         ・生活に必要な技術や知識を身につける。 

・季節の移り変わり、自然の美しさ        ・ニュースや新聞など、日頃から 

を身近な場所で探す。              気にかける。 

  ・アイデアに困ったら、図鑑、写真集       ・自分自身の生活で実践！！ 

なども参考に。 

   ・鉛筆で身の回りのものを観察し、 

    スケッチしてみる。 

 

計画を立てて 

勉強しよう。 

 

気になっている

こと、調べてみ

たいことなどに

自分から取り組

んでみよう。 


